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【表１】

　なお、本願は、特許請求の範囲に記載の発明に関するものであるが、他の態様として以
下も包含し得る。
１．式Ｉ）：
Ｉ）（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＨＮＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＨＮＣ（＝Ｏ）－Ａ－Ｓｋ－Ａ－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＨＣ（＝Ｏ）－Ｒ２－Ｓｉ（Ｒ１）ｏ

（式中、ｏは、１、２又は３であり得、及びｋは、２以上の整数であり、及びシリル基（
Ｒ１）ｏＳｉ－中及び分子の両側の基Ｒ１は、同一又は異なり得、且つ１～１０個の炭素
原子を有するアルコキシ基、４～１０個の炭素原子を有するシクロアルコキシ基、６～２
０個の炭素原子を有するフェノキシ基、６～２０個の炭素原子を有するアリール基、１～
１０個の炭素原子を有するアルキル基、２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、２
～２０個の炭素原子を有するアルキニル基、７～２０個の炭素原子を有するアラルキル基
、ハライド又はアルキルポリエーテル基－Ｏ－（Ｒ６－Ｏ）ｒ－Ｒ５から選択され、ここ
で、Ｒ６は、同一又は異なり、且つ分岐又は非分岐、飽和又は不飽和、脂肪族、芳香族又
は混合脂肪族／芳香族の二価のＣ１～Ｃ３０炭化水素基、好ましくは－ＣＨ２－ＣＨ２－
であり、ｒは、１～３０、好ましくは３～１０の整数であり、及びＲ５は、非置換又は置
換、分岐又は非分岐の一価のアルキル基、アルケニル基、アリール基又はアラルキル基、
好ましくは－Ｃ１３Ｈ２７アルキル基であるか、又は
２つのＲ１は、２～１０個の炭素原子を有する環状ジアルコキシ基を形成し、ここで、ｏ
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は、＜３であるか、又は
前記式Ｉ）の２つ以上のシランは、基Ｒ１を介してカップリングされることが可能であり
、
基Ｒ２は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐アルキル基、又は４～１２個
の炭素原子を有するシクロアルキル基、又は６～２０個の炭素原子を有するアリール基、
又は２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、２～２０個の炭素原子を有するアルキ
ニル基、又は７～２０個の炭素原子を有するアラルキル基であり、分子中の基Ａは、同一
又は異なり得、且つ芳香族基であり、前記シランは、前記式Ｉ）のシランの加水分解及び
縮合を通して形成されるオリゴマーの形態で存在することもできる）
のシランを調製する方法であって、少なくとも以下の方法ステップ：
　ａ）物質（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＨＮＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＨ２を提供するステップ
、
　ｂ）物質ＨＯＣ（＝Ｏ）－Ａ－Ｓ２－Ａ－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨを提供するステップ、
　ｃ）ステップｂ）からの前記物質を活性化させるステップであって、前記物質を、有機
溶媒中に懸濁し、そして触媒の存在下で活性化剤を用いて反応させてＣｌＣ（＝Ｏ）－Ａ
－Ｓ２－Ａ－Ｃ（＝Ｏ）Ｃｌを形成する、ステップ、
　ｄ）少なくとも２当量の、ステップａ）から前記物質を、１当量の、ステップａ）から
の前記物質と有機溶媒中で反応させることは、ステップｃ）からの物質の溶液と室温で接
触され、且つ次に撹拌され、それによって前記式Ｉ）のシランを得るステップ、
　ｅ）任意選択的に、ステップｄ）で得られた前記式Ｉ）の前記シランを精製するステッ
プ
を含む方法。
２．ステップａ）の前記物質は、有機溶媒中のジアミノ置換芳香族Ｈ２Ｎ－Ａ－ＮＨ２を
イソシアナト官能性シラン（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＮＣＯと反応させることによって提供
される、上記１に記載の方法。
３．ステップｂ）の前記物質は、芳香族チオールＨＯＣ（＝Ｏ）－Ａ－ＳＨの有機溶媒中
におけるヨウ素の存在下での酸化によって提供される、上記１又は２に記載の方法。
４．前記芳香族基Ａは、フェニル基、ナフチル基、ピリジル基、ピリダジル基、ピリミジ
ル基、ピラジル基、トリアジル基、キノリル基、ピロール基、フラン基、チオフェン基、
ピラゾール基、イミダゾール基、チアゾール基及びオキサゾール基からなる群から選択さ
れる、上記１～３のいずれか一項に記載の方法。
５．前記基Ｒ１は、１～６個の炭素原子を有するアルキル基、又は１～６個の炭素原子を
有するアルコキシ基、又はハライドである、上記１～４のいずれか一項に記載の方法。
６．前記基Ｒ２は、２～８個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐アルキル基又は４～８
個の炭素原子を有するシクロアルキル基である、上記１～５のいずれか一項に記載の方法
。
７．前記式Ｉ）の前記調製されるシランは、以下の式ＩＩ）：
【化１０】

を有する、上記１～６のいずれか一項に記載の方法。
８．前記式Ｉ）の前記調製されるシランは、以下の式ＩＩＩ）：
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【化１１】

を有する、上記１～７のいずれか一項に記載の方法。
９．ｋは、２～８の整数であり、硫化は、さらなる方法ステップｓ）における元素硫黄の
添加を通して行われ、それにより、３以上のｋが得られる、上記１～８のいずれか一項に
記載の方法。
１０．上記１～９のいずれか一項に記載の方法によって調製されるシラン。
１１．上記１～９のいずれか一項に記載のように調製された少なくとも１つのシランで改
質されるシリカを調製する方法であって、少なくとも以下の方法ステップ：
　ｆ）方法ステップｄ）又はｅ）で得られた前記精製シランを有機溶媒中に溶解させるス
テップ、
　ｇ）少なくとも１つのシリカをステップｆ）からの溶液と接触させ、且つその後、得ら
れた懸濁液を好ましくは３０分～１８時間にわたって撹拌するステップ、
　ｈ）得られた前記変性シリカを乾燥させるステップ
を含む方法。
１２．上記１１に記載の方法によって調製される変性シリカ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ）：
Ｉ）（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＨＮＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＨＮＣ（＝Ｏ）－Ａ－Ｓｋ－Ａ－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＨＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ｒ２－Ｓｉ（Ｒ１）ｏ

（式中、ｏは、１、２又は３であり得、及びｋは、２～１０の整数であり、及びシリル基
（Ｒ１）ｏＳｉ－中及び分子の両側の基Ｒ１は、同一又は異なり得、且つ１～１０個の炭
素原子を有するアルコキシ基、４～１０個の炭素原子を有するシクロアルコキシ基、６～
２０個の炭素原子を有するフェノキシ基、６～２０個の炭素原子を有するアリール基、１
～１０個の炭素原子を有するアルキル基、２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、
２～２０個の炭素原子を有するアルキニル基、７～２０個の炭素原子を有するアラルキル
基、ハライド又はアルキルポリエーテル基－Ｏ－（Ｒ６－Ｏ）ｒ－Ｒ５から選択され、こ
こで、Ｒ６は、同一又は異なり、且つ分岐又は非分岐、飽和又は不飽和、脂肪族、芳香族
又は混合脂肪族／芳香族の二価のＣ１～Ｃ３０炭化水素基、好ましくは－ＣＨ２－ＣＨ２

－であり、ｒは、１～３０、好ましくは３～１０の整数であり、及びＲ５は、非置換又は
置換、分岐又は非分岐の一価のアルキル基、アルケニル基、アリール基又はアラルキル基
、好ましくは－Ｃ１３Ｈ２７アルキル基であるか、又は
２つのＲ１は、２～１０個の炭素原子を有する環状ジアルコキシ基を形成し、ここで、ｏ
は、＜３であるか、又は
前記式Ｉ）の２つ以上のシランは、基Ｒ１を介してカップリングされることが可能であり
、
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基Ｒ２は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐アルキル基、又は４～１２個
の炭素原子を有するシクロアルキル基、又は６～２０個の炭素原子を有するアリール基、
又は２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、２～２０個の炭素原子を有するアルキ
ニル基、又は７～２０個の炭素原子を有するアラルキル基であり、分子中の基Ａは、同一
又は異なり得、且つフェニル基、ナフチル基、ピリジル基、ピリダジル基、ピリミジル基
、ピラジル基、トリアジル基、キノリル基、ピロール基、フラン基、チオフェン基、ピラ
ゾール基、イミダゾール基、チアゾール基及びオキサゾール基からなる群から選択される
芳香族基であり、前記シランは、前記式Ｉ）のシランの加水分解及び縮合を通して形成さ
れるオリゴマーの形態で存在することもできる）
のシランを調製する方法であって、少なくとも以下の方法ステップ：
　ａ）有機溶媒中のジアミノ置換芳香族Ｈ２Ｎ－Ａ－ＮＨ２をイソシアナト官能性シラン
（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＮＣＯと反応させることによって、物質（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－
ＨＮＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＨ２を提供するステップ、
　ｂ）芳香族チオールＨＯＣ（＝Ｏ）－Ａ－ＳＨの有機溶媒中におけるヨウ素の存在下で
の酸化によって、物質ＨＯＣ（＝Ｏ）－Ａ－Ｓ２－Ａ－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨを提供するステッ
プ、
　ｃ）ステップｂ）からの前記物質を活性化させるステップであって、前記物質を、有機
溶媒中に懸濁し、そして触媒の存在下で活性化剤を用いて反応させてＣｌＣ（＝Ｏ）－Ａ
－Ｓ２－Ａ－Ｃ（＝Ｏ）Ｃｌを形成し、ここで前記活性化剤は塩化オキサリル及び塩化チ
オニルから選択されるステップ、
　ｄ）少なくとも２当量の、ステップａ）からの前記物質を、１当量の、ステップｃ）か
らの前記物質と反応させ、この場合、有機溶媒中のステップａ）からの物質の溶液をステ
ップｃ）からの物質の溶液に室温で接触させ、そして次に撹拌し、それによって前記式Ｉ
）のシランを得るステップ、
　ｅ）任意選択的に、ステップｄ）で得られた前記式Ｉ）の前記シランを精製するステッ
プ
を含む方法。
【請求項２】
　前記基Ｒ１は、１～６個の炭素原子を有するアルキル基、又は１～６個の炭素原子を有
するアルコキシ基、又はハライドである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基Ｒ２は、２～８個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐アルキル基又は４～８個
の炭素原子を有するシクロアルキル基である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記式Ｉ）の前記調製されるシランは、以下の式ＩＩ）：
【化１】

を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記式Ｉ）の前記調製されるシランは、以下の式ＩＩＩ）：



(6) JP 2020-520972 A5 2021.2.12

【化２】

を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ｋは、２～８の整数であり、硫化は、さらなる方法ステップｓ）における元素硫黄の添
加を通して行われ、それにより、３以上のｋが得られる、請求項１～５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項７】
　式Ｉ）で表されるシラン：
Ｉ）（Ｒ１）ｏＳｉ－Ｒ２－ＨＮＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＨＮＣ（＝Ｏ）－Ａ－Ｓｋ－Ａ－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＨＣ（＝Ｏ）ＮＨ－Ｒ２－Ｓｉ（Ｒ１）ｏ

（式中、ｏは、１、２又は３であり得、及びｋは、２～１０の整数であり、及びシリル基
（Ｒ１）ｏＳｉ－中及び分子の両側の基Ｒ１は、同一又は異なり得、且つ１～１０個の炭
素原子を有するアルコキシ基、４～１０個の炭素原子を有するシクロアルコキシ基、６～
２０個の炭素原子を有するフェノキシ基、６～２０個の炭素原子を有するアリール基、１
～１０個の炭素原子を有するアルキル基、２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、
２～２０個の炭素原子を有するアルキニル基、７～２０個の炭素原子を有するアラルキル
基、ハライド又はアルキルポリエーテル基－Ｏ－（Ｒ６－Ｏ）ｒ－Ｒ５から選択され、こ
こで、Ｒ６は、同一又は異なり、且つ分岐又は非分岐、飽和又は不飽和、脂肪族、芳香族
又は混合脂肪族／芳香族の二価のＣ１～Ｃ３０炭化水素基、好ましくは－ＣＨ２－ＣＨ２

－であり、ｒは、１～３０、好ましくは３～１０の整数であり、及びＲ５は、非置換又は
置換、分岐又は非分岐の一価のアルキル基、アルケニル基、アリール基又はアラルキル基
、好ましくは－Ｃ１３Ｈ２７アルキル基であるか、又は
２つのＲ１は、２～１０個の炭素原子を有する環状ジアルコキシ基を形成し、ここで、ｏ
は、＜３であるか、又は
前記式Ｉ）の２つ以上のシランは、基Ｒ１を介してカップリングされることが可能であり
、
基Ｒ２は、１～２０個の炭素原子を有する直鎖若しくは分岐アルキル基、又は４～１２個
の炭素原子を有するシクロアルキル基、又は６～２０個の炭素原子を有するアリール基、
又は２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基、２～２０個の炭素原子を有するアルキ
ニル基、又は７～２０個の炭素原子を有するアラルキル基であり、分子中の基Ａは、同一
又は異なり得、且つフェニル基、ナフチル基、ピリジル基、ピリダジル基、ピリミジル基
、ピラジル基、トリアジル基、キノリル基、ピロール基、フラン基、チオフェン基、ピラ
ゾール基、イミダゾール基、チアゾール基及びオキサゾール基からなる群から選択される
芳香族基であり、前記シランは、前記式Ｉ）のシランの加水分解及び縮合を通して形成さ
れるオリゴマーの形態で存在することもできる）。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のように調製された少なくとも１つのシランで改質
されるシリカを調製する方法であって、少なくとも以下の方法ステップ：
　ｆ）方法ステップｄ）又はｅ）で得られた前記精製シランを有機溶媒中に溶解させるス
テップ、
　ｇ）少なくとも１つのシリカをステップｆ）からの溶液と接触させ、且つその後、得ら
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れた懸濁液を好ましくは３０分～１８時間にわたって撹拌するステップ、
　ｈ）得られた前記変性シリカを乾燥させるステップ
を含む方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法によって調製される変性シリカ。
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